
ミ禽高人一醤かるたを活掃した畠擦交流プログラム

国語科 奥村準子

海外の若者たちへ向けた日本の伝統文北紹介を過し、日本の高校生の rf云え合う }]J 伸長をめざし

た柁互交流プログラムを下記(1)~(3)で実施し、一定の成果を得た。

(1)ニーズの明確化(調査活動)

(2) r競技かるたハンドブックj の翻訳(英・中・タイ)

(3)(2)を活用した留際交流プログラムの構築@実施

キーワード:小倉吉人一首かるた・酪線交流プログラム・日本文化学務教材

工務究語的

本校は筑波大学の fグローパJレ30 (酪際化拠点整鱗

事業)の援択を受け、国際教育推進に力点を撞いてい

る。 2007年に台湾・淡水鶏工高校と棺互交流を実施、

68名の諺学旅行間の受け入れをおこなった。 2009年に

はタイ・バンコクのワタナー・ウィタヤー・アカデミー

の短茶話語学留学生6名を受け入れ、 3週間にわたる交流

プログラムを実施した。グ口ーパリゼーションの発展と

ともに、多文化共生を促進する国際交流プログラムのニ

ーズはますます高まるものと考えられる。高等学校にお

いては、高校生相互の国際交流支援にむけ、日本の高校

生自身が自国の文化を理解し他者に伝えることを目指す

学習プログラムの構築が急務と考える。

また、 2009年3月には高等学校学習指導要領が告示

され、国語科の各科毘内容に「伝統的な言語文化と国語

の特質に関する事項」が新たに加わり、古典離れや古典

軽視がすすむ現代日本社会において「古典に親しむ態度J

を「生涯にわたって」育むことが新たな目標におかれて

いる。すなわち、生徒に古典を学ぶ楽しさを体感させ、

生涯学習へ転換する契機を提供することが、高等学校国

語科の授業に求められている。

さらに最近、中国・韓国・タイなどアジア諸国におけ

る日本語学習者の学習材として小倉百人一首かるたが有

効であり、その要請の高まりを実感している。競技かる

たの持つゲーム性はもちろん、伝統文化の側面(和歌の

様式美と日本人の精神性、工芸的な美しさや和装のもつ

民族性など)や日本語教育テキストとしての有用牲(取

り札はすべて fひらがなJ表記)が評価されている。日

本のサブカルチャー受容が急速に広まる海外の若者たち

へ、様々な言語活動による日本の伝統文化紹介を通し、

日本の高校生の f結え合うカj を伸ばしつつ若者機五が

交流する機会を計i面したいと考え、交流プログラムを実

路した。本稿では平成22年度に実施した 2つの交流プ

ログラムについて報告するο

2.研究方法

( 1 )ニーズの明確化(瀦査活動)

日本語を学習する外国入学生、日本語教師等を対象

に、 「小倉百人一首かるた」への興味関心、学習のニー

ズなどについて中国(北京)、韓冨(ソウル)、と埼玉

の日本語学校で質問紙調査を実施した。

①中国・北京での調査

l:j::}国・北京で日本語を学習する大学生を対象に、 「小

倉百人一首かるたj への興味関心が特にどの点にある

か、学習のニーズがどこにあるか、等について質問紙に

よる調査を実施した。現地におけるコーディネートは、

北京を拠点に競技かるたの普及活動に携わるストーン睦

美氏(東京東会所属・ 6段)に依頼した。同氏は2010

年5月15日に国際交流基金北京日本文化センターにて

f第3回小倉百人一首かるた北京大会J (中国人参加者

49入、自本人参加者23人)を主催した。同大会には昨

年に続き北京工業大学・北京科技大学の日本語学科の学

生らが参加したので、この機を捉えて日本語を学ぶ学生

の「競技かるたj に対するイメージ、日本文化に対する

興味の観点、などについて質問紙調査を実施した。また、

筆者も大会において和装による競技かるた模範試合、読

唱などを披露し、和装の魅力や所作・マナーなどについ

て説明した。調査結果の概要は以下のとおりである。

[第 3田小倉百人一首 KARUTA北京大会 質問紙調査

(中国入学生対象、 ( )は人数】
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②日本文化の魅力を感じた・理解を深めた(5)

③有意義だ、った・勉強になった(5)

④たくさんの友達(他校の学生)に出会った(3)

⑤その他(集中力を鍛えた・緊張感を味わった・私に

回収数:40 (参加者49)、年性構成:10{-¥，; (7)、20代

(33)、性別:男 (3)、女 (36)、未記入(1)

1.大会参加の動機(複数回答可)

①知人の紹介 (27)

②会場(北京自本文化センター) は大変だ、った・また参加したい・たくさんの日本人のwebページを

も一緒に参加できて嬉しかった・専門的で活力があ見た (8)

等

〔写真 1 北京大会風景(手前の畳の上で日本人の小学

生が競技かるたを、奥の会議杭で中国入学生が源平戦を

る・勝って嬉しかった③大学の授業で勧められた (8)

じJ¥;@r百人一首かるたJに対するイメージ2. 

f小倉百人一蓄かるたj に対する中国入学生の

イメージ(棲数回答可)) 

f小童潜入一首かるたJIこ封ずるイメージ(中髄人学生)

〔表 1

経験している。〕
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②日本(埼玉)での調査

2010年7月14日に、顧問を務める本校かるた部の生

徒保護者が勤務されている蘇で、武蔵浦和日本語学院

(中国入学生を主対象とした日本語学校)を訪問させて

いただき、学生を対象に競技かるたの認知度や日本文化

に対する興味関心について質問紙調査をおこなった。

【武蔵浦和自本語学院 質問紙調査(学生)】

回収数42、年齢構成:20代(35)、30代(1)、 40代以上

3. かるたを経験してどんな点が臼本的と感じたか

①和歌・詩歌(9)

②読み方・続i開(6)

③控(5)

④遊び方とルール・マナー・挨拶(4)

⑤札(取り札・読み札)(4) 

⑥読み手(2)

⑦組歌集(2)

③百人一首(1)

、lノ1
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J'筆、、

性別:男(23)、女(18)日本語を学習するうえで、かるたはどんな点が役に

モンゴル(1)、

2年以上(3)、1"-'2年(26)、

国籍:中国(34)、香港(3)、韓国(1)、

未記入(3)

滞在期間 1年未満(11)、

未記入(2)

希望進路:専門学校(6)、大学(21)、大学院(8)、

就職(1 )、未記入地(6)

①出典文学や伝統文化(和歌)の魅力を理解任3)

②暗記に役立つ(6)

③日本語に対する情熱・興味を促す(5)

③ヒアリング・リスニング(3)

⑤話し

⑤あまり投に立たなかったけ)

立っか

-朗読・和歌の読み方(3)

fかるたj の認知度:知っている(19)、知らない(21)

f小倉百人一首かるたj の認知度⑦日本人の轍寵な考え方を感じたは)

③百人一穫を知った(1) :知っている(5)、知らない(35)

f小倉百人一首かるたj の経験:ある(2)、ない(27)

f着物j への興味:ある(28)、ない(10)

日本の f護画j について:読む(27)、読まない(11)

-90-

5. 大会に参加した感想

①面白かった・楽しかった・嬉しかったはわ



魅力を感じる呂本文化:着物7、祭り 5、浅越・美容・

桜 各3、和菓子・熊道・ファッション・茶道 各2、

メイク ψ アイドル括経済・書道・若者文生・ゲーム・三

味線・舞台・演歌 e 和歌・歌舞伎・花火大会・礼議・思

いやり・ 各1)

再調査を比較してみると、対象は同じ B本誌を学ぶ

20代の中国入学生であるが、小倉百人一首かるたに対

する理解度には大きな髄たりがあることが明らかになっ

た。北京大会に参加した学生のほとんどは宮本語学部の

学生であり、おそらく事前に授業などで競技かるたを体

験していることもあって、小倉百人ー普かるたに対する

理解は深いことが調査から侭える。一方、自本語学校の

学生が話望する進路は社会科学や理工・

にわたっているため、必ずしもE本の伝統文化に対して

強い興味穏心があるわけではない。今後、小倉百人一首

かるたを活用した趨甑交涜プログラム構築にあたり、交

流棺子の日本語能力や伝統文化学留に対するレディネス

について事前の把謹が重要であることが擁認できた。

③韓毘・ソウルでの額資

2010年8丹3白、 i時際交流基金ソウル日本文化センタ

ー主催による日本語教師のための集中研修において、競

技かるた体験がおこなわれた。これはソウル在住の韓国

人で中学・高等学校で日本語を教える教師を対象にした

1週間の集中研諺で年2回開催している。講師として招

かれた小林好真(東京大学かるた会所属・ 4段) ・久保

久美子(競技かるた永世クイーン)両氏にお願いし、翻

訳を計画している「競技かるたハンドブックJ (埼玉県

かるた協会2009年発行、詳細は後述)を受講者へ配布

し、中高生を対象とした日本語教育現場での活用の可能

性について質問紙調査を実施した。

{国際交流基金ソウルB本文化センター 質問紙読査

(韓国人呂本語教部対象)] 

回収数18(参加者43名)、年齢構成:20代(1)、 30代

(11)、 40代 (6)

性別:男(1)、女(8)、未記入 (9)

日本語教師経験:1年7ヶ月 '"'-'20年5ヶ丹

(平均約8年)

かるた遊びの経験:ある(3)、ない(15)

かるたを使った授業の経験:ある(6)、ない(12)

「あるJ と回答した授業の具体例:ひらがなかるたを使

ったゲーム(5)、pptで紹介するだけ(1)

「競技かるたハンドブックJについて特に分かりづらい

項呂:①競技かるた用語集、②「お手つきJのルール
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日本語教締の先生方は、自身でかるた遊びの経験があ

ると回答した方はわずか 3人だ、ったが、授業のなかで f

ひらがなかるたJを活用したとの回答が6人だ、ったこと

から、授業でひらがな学習定着のために「かるた」とい

うツールが活用可能であることが確認できた。一方、競

技かるたというレベルになると、専門用語やお手つきと

いったルーんの理解は教師であっても簡単ではないこと

が向えた。

( 2 ) r小倉百人一蓄かるたj に関わる紹介テキスト作

成・

2009年に文化庁「地域芸術振興プラン推進事業」の

支畿を受け、筆者が理事を務める埼玉県かるた協会で編

集・発行した f競技かるたハンドブックj を、機外で活

手らの協力を持て'lll諸説・英議・タ

イ認に翻訳、 webに掲載し、 i守本文化学問教材の提供を

おこなった。 Chttp://karuta.game.coocan.jp:80/)

同ハンドブックはド;k!l裏付から構成されており、発行

にあたっては、筑波大学附総域戸高等学校かるた部の生

徒の協力を得て、 「競技かるたの進め方j の写真搬影や

均しの党え方Jのイラストなどを作成した。なお、箱詰艶

には維名由美氏(埼玉むさしの会所属・ 3段)から全面

的協力をいただいた。

{競技かるたハンドブック 自次】

上競技かるたの進め方

「並べるJ'"'-' r暗記するJ

ll. 試合開始~試合終了

匪.お手つき

2. 基本的な構え方と札の取り方

3. 札の覚え方

4. 試合中のマナー

5. 観戦中のマナー

6. 競技かるた用語集

7. 上の句索引

8. 下の句索引

9. 参考文献

(社)全日本かるた協会のwebページに跨ハンドブ、ツ

クの pdf ファイル掲載されたところ、前者の画像が

(社)全関学校臨書館協議会発行「としよかん通信(中

高生版)2010年11月号Jに掲載され、後者のイラスト

はダイヤモンド社編・発行の『暗記 百人一首.n (2010 

年)に掲載されるなど、各方面から評価をいただいてい

る。 pdfファイルの形で webページに掲載すると、費



( 3 )小倉百人一首かるたを利用した麗擦交流プ日夕、ラ用もかからずたくさんの方にいつでも期覧してもらうこ

ムの構築と実施とが可能であるため、競技かるたの海外普及のためには

2. ( 1 )①の調査を実施

した f第3田小倉百人一首かるた北京大会Jに参加した

3名の大学院生(北京第二外国語学院の郭肇霞、索手:ij虹、

中沼語版の線訳にあたっては、

競技かるた

効果的な方法である。

『競技かるたハンドブックJより〔図 1

の進め方(p.2) ) 

武?さん)に、 「競技かるたスカラシップ(後述) Jと

いう形で翻訳をお願いし、効果的な国際交流プログラム

を実施することができた。

また、 2. ( 1 )③の調査をお願いした「武蔵浦和日

本語学院」でも「かるた体験講麗j という形で本校かる

た部生徒が日本語を学ぶ学院生(中国を中心とした若者

たち)の前で模範試合を披露し、競技かるたのルールを

ミニゲーム体験などを教える機会を得た。その実

.1'l~:;: +L~ 
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欽 1. O 

吃きさ
~ Fmi 
とり

説明、

際について次項に述べる。

今回の「競技かるたハンドブックJ翻訳について、海

外在住の競技かるた選手らの協力を得て中田語の他に英

語とタイ語版の作成もおこなった。英語版は、北京大会

で調査活動のコーディネートをお願いしたストーン氏に

依頼し、中国語・タイ語版もまとめて同氏のwebページ

に掲載していただいた。
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作業を進めたのはイーブン美奈子氏(クルンテープかる

た会・ 2段)であるが、日本留学時に競技かるた初段を

獲得したAnanPansomboon氏が翻訳を担当した。ま

た、本校にも短期留学で来校したワタナー・ウィタヤー

・アカデミーのかるたクラブの生徒さんたちが「タイ語

版語呂合わせ」を考案してくれた。コラム「百人一首豆

知識j など、新たな情報も追加されて魅力的な内容にな

っている。競技かるたを多くの人に知ってもらいたい、

という選手らの思いが詰まったテキストが完成した。

2 

〔図 2 『暗記 百人一首』表紙 (2枚の語呂合わせイ

ラストは本校かるた部生徒がデザインしたもの)) 

百人一首

全n~かるた協会推!~

交流の実際

( 1 )外毘入学生の競技かるたスカラシップとかるた部

員の交流

前述した「地域芸術振興プラン推進事業J (2009年)

の一環として、北京で日本語を学習する大学生を招轄し、

埼玉県かるた協会が主権する「埼玉県百人一首大会j へ

3. 

の出場支援、選手らとの交流活動を実践した。 2年自に

あたる2010年も科研費を活用して「競技かるたハンド

ブ、ツクJの翻訳謝金を旅費・大会参加費に充てる形で 3

名の大学院生を招轄し、同大会へ参加、本校かるた部員

との交流活動をおこなった。被らの来日スケジ、ュ-)~は

下記の通り。

[2010年の来日スケジューjけ

円
六
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9月22日 成沼空選議、ホテル到着

9月238 埼玉県大会出場(会場:戸田市スポーツセ

ンター)、試合後に本校かるた部生誌が中国教職員に

向けた f模範試合j についてアドバイスを受ける。

9丹24日 都内観光(浅草、国会議事堂、皇居、六本

;本ヒルズ〉

9 Fl25日 本校かるた部生徒と一緒!:JI!越観光(JII越

まつり会館ほか)、成田空港出発、帰国

2 埼玉集大会(小学生との接戦を昔話した武さん。

桔手障を抜いて札を送る。)) 

〔写真 3 本校かるた部員と一緒にJII越まつり会館にて

(前列右から 2人目が郭さん、左から 2人自が武さん、

後列右から 2人自が索さん)) 

ちょうど本校は2010年10月14日に(財)ユネスコ・

アジア文化センター (ACCU)主催の留際教育交流事業

として実施された中国教職員招鴨プログラムの一環で中

国の小・中・高教職員30名の訪問を受ける予定であっ

たため、かるた部も模範試合と部活動紹介を披露するこ

とになり、上述の 3名とかるた部員が協力しながらプレ

ゼンテーションの準備をおこなった。
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3名のなかで索さんがリーダーシップを取り、本校か

るた部リーダーと中心になって「模範試合」の説明方法

について相談した。 rかるたj というゲームを知らない

中国の先生方に、競技のルールを理解させることは難し

いため、中間でお馴染みのり青詩三百首Jと比較しなが

ら、和歌の;上の句 e 下の句j や競技かるたの「決まり

字J(和歌のどこまでi笥けばfmの i款と判~IJできるかを示し

た文字)について紹介してはどうか、との提案があり、

こうしたアドバイスに従ってパワーポイントを用いたプ

レゼンテーションをおこなった。 II正に帰国していた索さ

んたちには、 Eメー)vを通じてプレゼンテーションソフ

トの翻訳を故頼した。

〔図 1 紹介で用いたパワーポイントのスライド〕

唐詩三百首を例にすると
以《唐i寺三百普》方例

登 鵜 鵠 楼 王 之 決

【上の句】に相当〈この部分を詠む〉
【上旬] (唱法者唱法該部分)

白日依山尽，黄河入海流。

{下の句}に棺当(この部分が書かれた札
を取る〉
【下旬] (比饗迭手捻守写有i表部分的j捧〉

欲窮千里自，更上一層楼。

発表の際は同時通訳の方が間席してくださったので、

発表原稿を渡して中国語による同時説明をお願いした。

そのため、発表を視察した中ffiI教員の方々は内容を理解

してもらえた方が多かったようだ。また、 3名の院生が

注力して翻訳してくれた f競技かるたハンドブック(中

国語版)Jも印刷・配布した。

さらに、間語科開設科目 fことばと文化Jの受講者に

も古典学習の一環として、 「海外のお客様に見せる小倉



(日本語翻訳は索肇霞)トを以下に記す。というテーマでグループ学習百人一首色紙をつくろうJ

{中詔の先生方の感想}

3-----4人 1グループで好きな和歌を一首

選ぴ、色紙のなかに歌意や作者紹介、イラストなどを盛

り込み、歌が伝えようとするメッセージを表現させた。

をおこなった。

このような活動は文

化性が含まれて、味わいに富んでると共に、娯楽牲と競

技性も高いで、す。(吉林大皐附属中学校教員)

-ハンドブックはよくできました。

英訳やイラストなどは下記参考資料を示し、 I宇宙語訳は

スカラシップで来日した 3名の大学院生に協力を仰いだ。

-特色があって、とてもよかったです。カルタについて

もっと知りたいです。(北京師範大学付扇実験中学教員)

・二人の選手は真面呂で、細かいですが、

これらの色紙も模範試合の会場に掲示し、「どの作品が歌

のメッセージをよく伝えているか投楽をお願いしますJ

と添えて中国の先生方に見ていただいた。 その意味はよ

く理解できませんでした。(長春外国語学校教員)

-このような活動は生徒の芸術への感覚を増して、芸術

教育と競技をよく合わせた教育パタンと言えよう。素晴

らしかったと思います。(北京師範大学附属第三中学教

員)

( 2 )武蔵浦和自本語学院での競技かるた紹介

調査活動に協力いただいた百本語学校からの依頼をい

ただき、開校の日本文化体験行事のーっとして、

た体験講座Jを本校かるた部員とOGの11名が務めた。

( 1 )で作成したプレゼンテーションソフトを利用し、

模範試合や競技かるたのミニゲーム、坊主めくりなどを

約100名の開校学生に体験してもらった。準備時間のな

い中で初めて実施したプ口グラムであったため、前項に

fかる
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述べた模範試合で活用した教材を流用する形となり、

本語初級の外国人学生に競技かるたを充分理解してもら

うことに多少の困難はあったが、高校生が自分の所属す

日

(メディアファうた恋い。』

[参考資料}

・杉i壬!圭 Wj趨訳百人一首

監修 渡部泰明)クトリー2010

日本語を学ぶ外国る部活動で学んだ日本の伝統文化を、佐々田雅子訳『英訳詩・-マックミラン・ピーター著

香り立つやまとごころ』 入学生に伝える体験を通して様々な言語活動に取り組み、(集英社新書2009)百人一瞥

いくつかの学びと課題を見出すことができた。

概要については以下のとおりである。

{かるた体験講鹿の概要}

日時:2011年2月9日10:00-----15:00(95分X2図)

2教室で同時進行会場:11人を 2グループに分け、

プログラム:自己紹介(10分)

競技かるたについて(模範試合・パワー

ポイント利用、 15分)

ミニゲーム体験(15分)

坊主めくり体験(15分)

休憩(10分)

交流会(茶話会、 30分)

準;犠和装用品・スタイル畳(模範試合用)、ミニゲ

ーム用かるた取り札(10枚 1組、 15組X2会場分)、

坊主めくり用読み札 (5紐 X2会場分)、配布プリント

小倉百人一首色紙を見つめる中留の先生方]【写真 5

3種(①競技かるたのjレール、②坊主めくりのルール、

44 
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模範試合、ハンドブ、ツク、色紙を見てもらったコメン



③アンケート用紙)

{写真 6 摸範試合の操子}

{写真 7 ミニゲームの様子(右は本校かるた部箆)] 

{写真8 坊主めくりの様子】

「。
ハ可
U

[写真§ さいごに全員で記念写真]

[武戴浦和日本語学院生へのアンケーは

i可Ji)z数98、男 (56)、女(42)、平均年齢22.2、平均滞

花期1iJ117.5ヶ丹、

出身:中間(84)、マレーシア(5)、孫潜(4)、モンゴ)1;

(1)、瞬間(1)、バンクラデシュ(1)、フィリピン(1)、未記

入(1)

アンケートは交流会(茶話会)の11寺に記入をお願いし

た。、今回のブ口グラムに対するjll!解疫を 12Jri nに分

けて質問してみた。理解度の低い項呂は、 fパワーポイ

ントによる小倉百人一首の説明j r上の句・下の句の理

解決まり字」などが挙げられた。一方、比較的理解

度の高かった項吾には「競技かるたの進め方j r坊主め

くりの)1;-)I;j などが挙がった。また、全体の84%の人

たちがプログラムを「楽しかったj と回答してくれたこ

とは我々の大きな自信につながった。

パワーポイントによる説明

8% 

襲警できた

ややできた

よくわからない

口わからない

49% 



坊主めくりのルール理解

1% 1% 

できた

35% 口ややできた

よくわからない

口わからない

楽しかったか

1% 0% 

楽しかった

巴やや楽しかった

あまり楽しくなかった

口楽しくなかった

84% 

{本校かるた部員のふりかえり]

紹介行事が終わり、若替えや片付けなどが一段落して

から控室でふりかえりをおこなった。以下はその際の記

録である。準備の|時間が少なかったこともあり、かるた

部員たちの感想には混乱や反省の声があった。しかし、

「次回はこうしたし切という建設的な意見もあり、来年

度以降も「外関の人たちにもかるたを楽しんでもらう」

という目標をもって継続させていく j5向で締めくくられ

た。

〔パワーポイントの説明について〕

・パワーポイントのプリントアウトを忘れたために、ス

ライドの切り替えタイミングが分からなくなってしまっ

た。(リハーサル不足だった)

・配布したプリントは情報識が多くて、学院生の皆さん

に短時間で理解してもらうのは難しいのでは?

・通訳付きで年齢騒が高い中間人にはうまくいったが、

日本語だ、けで若い世代ヘ説明するには難しかった

• pptよりも大きくてわかりやすいボード(取り札拡大

関jなどで見せるとよかったかも。

〔ミニゲームについて〕

・上の切と下の句が)jIJ物だと患ってし

-競技形式のミニゲームよりも「散らし取り J (4"-'5 

人で、輪になって取る形)の方が楽かも。

-ミニゲームの説明では途中から「お手つきJについて

関係無しとする発言で場が混乱してしまった。

・先に坊主めくりで楽しんでから、模範試合という流れ

ではどうか。(徐々に難易度をあげていく展開。まず読

み札を見せて、上の句下の句の概念を理解させる。)

・学習者のレベルにあわせて用紙を配るか言葉で説明す

るか対応を変えていきたい。(午前のグループは日本語

上級者が多く、午後のグループは日本語初級者が多かっ

たようである。)

・初心者へミニゲームをさせる時、通常の「下の句→次

の歌の上の句」の流れを止めて、 「上の句→下の句」で

シンプルに読んだ。(柔軟に対応するのがよい)

-ミニゲームには歴史的仮名遣いのものはできるだけ省

いた方がいいかも(例・けふ)

{武蔵浦和日本語学院専任講師の方々によるコメント}

〔パワーポイントの説明について気づいた点〕

外国人に対する説明の場合、まず「かるたj という

カードゲームについて説明する必要があると思いま

す。その上で以下2段階に分けて説明する必要がある

と感じました。

① 一般的な「かるた(犬棒かるたのような)Jとf小

倉百人一首かるたJの違い

② 「小倉百人一首かるたを使った一般的なかるたゲ

ーム」と「競技かるた」の違い

一号6-

外国人(特に中国出身者)には「部活動」という概

念を理解するのが難しいので、放課後や土曜日を使っ

た活動や、試合への参加などの話を説明しても良いか

と思います。

〔進行について気づいた点)

配布資料やかるたの札組の準備等、事前にしっかり

していただいたおかげで非常にスムーズに進行できま

した。

「ミニゲームJの進行は以下の点はもう少し改善した

ほうが良いかもしれません。

① f決まり字Jで取るのは難しいと忠いますが、も

しそこを体験させたいのであれば、ゲーム前にもう

少し説明したほうが良い。

② ゲーム前に札を取ったらどこに置くかなどをしっ

かり説明したほうが良い。

@ rお手つき r相手陣地の札を取るj 等の){"ール

設定が難しかったようなので、細かいルールはなく



したほうが良いかもしれない。

〔全体を通して〕

高校生のみなさんがとてもしっかりしており、ただ日

本人と交流するということだけではなく、自分たちより

も若い人たちが真剣に物事に耳元り組む姿勢なども学べた

と患います。学生達にとって、とてもいい経験になった

と患います。

ヰ陣 考察と今後の言襲警護

「小倉百人一首かるたj という教材を、日本語を学ぶ

海外の若者へ紹介する活動を通して託本の若者が自由の

伝統文化に対する理解を深め、伝え会う力を高めること

を目指して探々な活動を展開してきた。日本語学習者の

語学力やニーズも多機であり、交流活動の際はこれらの

リサーチが重要で、プログラムの構築には交流する相互

のニーズをコーディネートする工夫が求められ、その調

整は簡単ではない。しかし、今関の交流活動を通して、

本校かるた部員らは f自国の文化を外国入学生に紹介す

るj という場に立たされる貿議な体験ができた。 r異な

る文化的背景をもった人達とのコミュニケーション」と

いう課題を背負い、よりユニバーサルな言語活動を模索

する経験は、自らの言語感覚を磨く契機となり、国際理

解を深め日本人としての自覚をもっ契機ともなり得た。

これらの活動を継続させるなかで、今後は学習の場を部

活動から国語教室へ移して実践していきたい。

※本研究は平成 22年度科学研究費補助金(奨励研究

22908009)の助成を受けた。
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